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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

        ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第66期第２四半期連結累計（会計）期間及び第65期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第65期第２四半期連結累計（会計）期間の潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 回次 
第65期

第２四半期 
連結累計期間 

第66期
第２四半期 
連結累計期間 

第65期
第２四半期 

連結会計期間 

第66期  
第２四半期 
連結会計期間 

第65期

会計期間 

自平成21年
４月１日 

至平成21年 
９月30日 

自平成22年
４月１日 

至平成22年 
９月30日 

自平成21年
７月１日 

至平成21年 
９月30日 

自平成22年 
７月１日 

至平成22年 
９月30日 

自平成21年
４月１日 

至平成22年 
３月31日 

売上高（千円）  4,034,492  4,751,612  2,141,766  2,326,842  8,911,518

経常利益又は経常損失（△） 

（千円） 
 △46,363  132,907  △13,068  39,135  235,064

四半期（当期）純利益又は四半純

損失（△）（千円） 
 △27,053  92,203  △13,961  32,931  187,733

純資産額（千円） －  －  8,187,797  8,289,961  8,400,122

総資産額（千円） －  －  11,797,001  12,147,077  12,471,123

１株当たり純資産額（円） －  －  1,018.96  1,031.71  1,045.42

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△） 

（円） 

 △3.37  11.47  △1.74  4.10  23.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － －  69.4  68.2  67.4

営業活動によるキャッシュ・ 

フロー（千円） 
 443,853  479,501 － －  563,826

投資活動によるキャッシュ・ 

フロー（千円） 
 137,733  △568,823 － －  △937,332

財務活動によるキャッシュ・ 

フロー（千円） 
 68,816  △326,281 － －  377,794

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－ －  2,527,900  1,454,217  1,881,134

従業員数（人） － －  344  341  349
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 当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

  

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

  

（注） 従業員数は就業人員であります。 

  

（注） 従業員数は就業人員であります。  

   

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況 平成22年９月30日現在

従業員数（人）  341

(2）提出会社の状況 平成22年９月30日現在

従業員数（人）  188
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（1）生産実績 

当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。  

（注）記載金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

  

（2）商品仕入実績 

当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）記載金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

  

（3）受注状況 

当社グループ（当社及び連結子会社。以下同じ。）は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。 

  

（4）販売実績     

当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．記載金額には消費税等は含まれておりません。 

   ２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

     総販売実績に対する割合は次のとおりであります。  

（注）記載金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

セグメントの名称 
当第２四半期連結会計期間
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

前年同四半期比（％）

ファインケミカル事業（千円）  895,323  －

難燃剤事業（千円）  530,536  －

ヘルスサポート事業（千円）  196,969  －

報告セグメント 合計（千円）  1,622,829  －

セグメントの名称 
当第２四半期連結会計期間
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

前年同四半期比（％）

ファインケミカル事業（千円）  435,748  －

難燃剤事業（千円）  62,769  －

ヘルスサポート事業（千円）  103,885  －

報告セグメント 合計（千円）  602,403  －

セグメントの名称 
当第２四半期連結会計期間
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

前年同四半期比（％） 

ファインケミカル事業（千円）  1,240,074  －

難燃剤事業（千円）  790,157  －

ヘルスサポート事業（千円）  296,610  －

報告セグメント 合計（千円）  2,326,842  －

相手先 

前第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 

    至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成22年７月１日 

    至 平成22年９月30日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

第一工業製薬株式会社  196,448  9.2  252,213  10.8

中尾薬品株式会社  270,799  12.6  240,500  10.3
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 当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

  

  

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

  

(1）業績の状況 

 当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、エコポイント制度などの景気対策の効果や中国など新興国の経済成

長に伴い、輸出や生産が緩やかに回復傾向にあることから持ち直しの動きが続きました。一方では急激な円高の進

行、デフレ圧力など経済減速の懸念材料から景況感は、依然厳しい環境にあります。  

 化学業界においても同様の環境下にあり、最悪期は脱したものの低調に推移しております。 

 このような情勢のもとで当社グループは、急激な需要構造の変化に対応するため、新しい時代に向けた「新たな

技術立社のマナック」を模索して、新規マーケットの開拓や研究開発、生産工程の見直しなど事業基盤の再構築を

進めてまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結会計期間の当社グループ業績は、世界的な景気後退の影響を受けた前年同四半期に

比しては、増収増益となり、売上高は 百万円（前年同四半期比＋ 百万円、 ％増）、営業利益は 百万

円（前年同四半期は 百万円の損失）、経常利益は 百万円（前年同四半期は 百万円の損失）、四半期純利益は

百万円（前年同四半期は 百万円の損失）となりました。 

  

 各セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

①ファインケミカル事業 

 ファインケミカル事業については、電子材料、情報記録材料や医薬中間体など幅広いフィールドを扱っておりま

す。新規研究開発のスピードアップを行っており、前年同四半期比では緩やかな回復基調となったものの、本格的

な需要回復には至っておりません。その結果、売上高は 百万円、セグメント利益は 百万円となりました。 

②難燃剤事業 

 難燃剤事業については、家電製品やＩＴ関連製品のプラスチック分野に使われる材料が、前年同四半期を上回る

需要となり、需要に応じた生産を続けていることから順調に推移いたしました。その結果、売上高は 百万円、

セグメント利益は 百万円となりました。 

③ヘルスサポート事業 

 ヘルスサポート事業については、人工透析液や試薬剤、食品添加物など医療、食品分野で使用される塩化ナトリ

ウム、塩化カリウムなどを生産しておりますが、国内需要は横ばいで推移しております。その結果、売上高は

百万円、セグメント利益は 百万円となりました。 

  

(2）資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりま

した。これは主に有形固定資産が減価償却により 百万円減少したことによるものであります。  

 負債は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりました。これは主に短期借入金が返済

により 百万円減少したことによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりました。これは主に評価・換算差額

等が円高の進行や株式相場の低迷により 百万円減少したことによるものであります。  

   

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

2,326 185 8.6 25

54 39 13

32 13

1,240 79

790

98

296

40

324 12,147

184

213 3,857

174

110 8,289

161
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(3）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前四半期連結会計期間末

に比べて 百万円増加し、 百万円となりました。 

 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）                                 

 当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は 百万円（前年第２四半期連結会計期間は

百万円の増加）となりました。    

 これは主として、売上債権の減少や仕入債務の増加によるものであります。   

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の増加は 百万円（前年第２四半期連結会計期間は

百万円の減少）となりました。 

 これは主として、有価証券勘定に計上している譲渡性預金や金銭の信託の期日到来によるものであります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は 百万円（前年第２四半期連結会計期間は

百万円の増加）となりました。 

 これは主として、長期借入金の返済によるものであります。  

  

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。 

  

(5）研究開発活動 

 当第２四半期連結会計期間における研究開発活動の金額は 百万円であります。 

 なお、当第２四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。  

489 1,454

346 433

196 51

44 123

77
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(1）主要な設備の状況 

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。 

  

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。 

   

  

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  23,200,000

計  23,200,000

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成22年９月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月11日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容

普通株式  8,625,000  8,625,000
東京証券取引所 

市場第二部 

単元株式数 

100株 

計  8,625,000    8,625,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額 

（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

 平成22年７月１日～ 

 平成22年９月30日  
 －  8,625,000  －  1,757,500  －  1,947,850
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（注）上記のほか、当社保有の自己株式が589千株あります。  

  

①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

   

（６）【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

東ソー株式会社 東京都港区芝三丁目８番２号  1,608  18.65

財団法人松永育英奨学会 広島県福山市箕沖町92番地  916  10.62

三菱製紙販売株式会社 東京都中央区京橋二丁目６番４号  607  7.04

株式会社広島銀行 広島市中区紙屋町一丁目３番８号  322  3.74

杉之原 祥二 広島県福山市   267  3.11

マナック社員持株会 広島県福山市箕沖町92番地  219  2.55

合同資源産業株式会社 東京都中央区京橋二丁目12番６号  200  2.32

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号   153  1.78

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号  148  1.72

中尾薬品株式会社  大阪市北区天満四丁目６番20号  101  1.18

計 －  4,543  52.68

（７）【議決権の状況】

  平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
普通株式  

 589,800
－ － 

完全議決権株式（その他） 
普通株式  

 8,011,200
 80,112 － 

単元未満株式 
普通株式  

 24,000
－ 

1単元（100株）未満

の株式 

発行済株式総数  8,625,000 － － 

総株主の議決権 －  80,112 － 

  平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

マナック株式会社 
広島県福山市箕沖町

92番地 
 589,800  －  589,800  6.84

計 －  589,800  －  589,800  6.84
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【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

（注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 

   

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  

２【株価の推移】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円）  420  491  423  455  474  450

最低（円）  381  372  385  383  416  411

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期

連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日

から平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２

四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任

監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

    

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 831,608 758,842

受取手形及び売掛金 2,785,441 2,991,754

有価証券 711,022 1,410,787

金銭の信託 1,450,000 750,000

商品及び製品 1,010,718 1,068,493

仕掛品 429,293 385,468

原材料及び貯蔵品 514,445 452,192

繰延税金資産 103,069 84,158

その他 104,509 73,711

貸倒引当金 △2,462 △2,503

流動資産合計 7,937,647 7,972,906

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,155,768 1,209,035

機械装置及び運搬具（純額） 616,411 747,318

土地 1,146,675 1,146,717

建設仮勘定 37,043 30,392

その他（純額） 79,404 85,995

有形固定資産合計 ※1  3,035,304 ※1  3,219,460

無形固定資産 5,429 6,012

投資その他の資産   

投資有価証券 772,235 869,882

関係会社長期貸付金 110,800 111,100

繰延税金資産 90,790 82,520

その他 195,469 209,841

貸倒引当金 △600 △600

投資その他の資産合計 1,168,695 1,272,745

固定資産合計 4,209,430 4,498,217

資産合計 12,147,077 12,471,123
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,180,807 1,097,594

短期借入金 1,200,449 1,374,864

未払法人税等 69,118 51,539

賞与引当金 124,932 92,401

その他 382,267 409,639

流動負債合計 2,957,574 3,026,038

固定負債   

長期借入金 400,296 511,976

退職給付引当金 231,999 225,885

役員退職慰労引当金 54,729 55,329

負ののれん 141,897 162,168

その他 70,620 89,602

固定負債合計 899,542 1,044,961

負債合計 3,857,116 4,071,000

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,757,500 1,757,500

資本剰余金 1,947,850 1,947,850

利益剰余金 5,004,511 4,953,132

自己株式 △243,339 △243,328

株主資本合計 8,466,522 8,415,154

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △106,674 10,740

為替換算調整勘定 △69,886 △25,772

評価・換算差額等合計 △176,561 △15,031

純資産合計 8,289,961 8,400,122

負債純資産合計 12,147,077 12,471,123
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,034,492 4,751,612

売上原価 3,377,990 3,835,920

売上総利益 656,502 915,692

販売費及び一般管理費 ※1  768,193 ※1  815,854

営業利益又は営業損失（△） △111,691 99,837

営業外収益   

受取利息 3,711 2,601

受取配当金 7,637 7,265

有価証券売却益 572 －

負ののれん償却額 18,931 20,271

受取ロイヤリティー 21,251 26,558

助成金収入 12,876 －

その他 16,419 22,577

営業外収益合計 81,399 79,274

営業外費用   

支払利息 13,357 14,951

為替差損 － 25,027

その他 2,714 6,226

営業外費用合計 16,071 46,204

経常利益又は経常損失（△） △46,363 132,907

特別利益   

前期損益修正益 ※2  12,636 －

固定資産売却益 － 746

投資有価証券売却益 4,939 1,491

その他 1,070 110

特別利益合計 18,646 2,347

特別損失   

固定資産除却損 1,972 1,304

投資有価証券評価損 － 588

ゴルフ会員権評価損 648 －

その他 600 85

特別損失合計 3,220 1,977

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△30,937 133,278

法人税、住民税及び事業税 7,023 63,532

法人税等調整額 △10,907 △22,457

法人税等合計 △3,884 41,075

四半期純利益又は四半期純損失（△） △27,053 92,203
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,141,766 2,326,842

売上原価 1,821,250 1,898,620

売上総利益 320,516 428,221

販売費及び一般管理費 ※1  374,584 ※1  402,327

営業利益又は営業損失（△） △54,067 25,894

営業外収益   

受取利息 1,845 1,081

受取配当金 693 763

有価証券売却益 572 －

負ののれん償却額 9,465 10,135

受取ロイヤリティー 12,407 17,715

助成金収入 11,847 －

その他 12,474 15,044

営業外収益合計 49,305 44,740

営業外費用   

支払利息 7,946 7,126

為替差損 － 18,708

その他 360 5,665

営業外費用合計 8,306 31,499

経常利益又は経常損失（△） △13,068 39,135

特別利益   

固定資産売却益 － 740

投資有価証券売却益 4,939 －

貸倒引当金戻入額 － 306

その他 1,022 69

特別利益合計 5,961 1,116

特別損失   

固定資産除却損 － 300

投資有価証券評価損 － 588

その他 － 85

特別損失合計 － 974

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△7,107 39,278

法人税、住民税及び事業税 △7,963 54,529

法人税等調整額 14,818 △48,182

法人税等合計 6,854 6,346

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,961 32,931
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△30,937 133,278

減価償却費 223,159 186,614

負ののれん償却額 △18,931 △20,271

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,100 △600

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,430 32,531

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,800 6,114

受取利息及び受取配当金 △11,349 △9,866

支払利息 13,357 14,951

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,972 557

投資有価証券売却損益（△は益） △4,939 △1,491

売上債権の増減額（△は増加） 61,152 198,833

たな卸資産の増減額（△は増加） 175,112 △62,232

仕入債務の増減額（△は減少） 159,564 85,208

その他 △97,774 △38,564

小計 466,656 525,064

利息及び配当金の受取額 11,095 10,129

利息の支払額 △13,361 △14,981

法人税等の支払額 △20,537 △40,711

営業活動によるキャッシュ・フロー 443,853 479,501

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △114,894 △264,972

定期預金の払戻による収入 104,767 114,944

有価証券の売却による収入 － 450,000

金銭の信託の取得による支出 － △1,250,000

金銭の信託の解約による収入 － 450,000

有形固定資産の取得による支出 △95,523 △43,651

投資有価証券の取得による支出 △14,949 △38,525

投資有価証券の売却による収入 29,319 12,293

子会社株式の取得による収入 225,440 －

貸付金の回収による収入 3,000 300

その他 572 788

投資活動によるキャッシュ・フロー 137,733 △568,823

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △98,744 △161,315

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △112,172 △124,780

自己株式の取得による支出 △176 △10

配当金の支払額 △20,089 △40,175

財務活動によるキャッシュ・フロー 68,816 △326,281

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △11,313

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 650,403 △426,917

現金及び現金同等物の期首残高 1,877,496 1,881,134

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,527,900 ※  1,454,217
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  該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

（四半期連結損益計算書） 

 前第２四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」は、

営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間において区分掲記しております。なお、前

第２四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は73千円であります。 

【簡便な会計処理】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成22年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成22年３月31日） 

  
※１ 有形固定資産の減価償却累計額   千円 10,902,741 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 千円 10,747,780

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給料及び賞与 202,747千円 

賞与引当金繰入額 34,480  

退職給付費用 9,324  

給料及び賞与 213,278千円 

賞与引当金繰入額 45,366  

退職給付費用 8,762  

※２  前期損益修正益のうち主なものは次のとおりであり

ます。 

────── 

過年度固定資産税還付金 8,233千円 

過年度受取ロイヤリティー 4,403  

  

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給料及び賞与 92,747千円 

賞与引当金繰入額 14,489  

退職給付費用 4,624  

給料及び賞与 103,210千円 

賞与引当金繰入額 20,961  

退職給付費用 4,381  
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 当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至

 平成22年９月30日） 

  

１．発行済株式の種類及び総数 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

  

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

  

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

  間末後となるもの 

  

５．株主資本の金額の著しい変動 

 該当事項はありません。  

   

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

  

  （千円）

現金及び預金勘定 734,092

金銭の信託            500,000

有価証券勘定に計上している 
ＭＭＦ等 280,842

有価証券勘定に計上している 
譲渡性預金 1,150,000

預入期間が３か月を超える定期預金 △137,035

現金及び現金同等物 2,527,900

  （千円）

現金及び預金勘定 831,608

金銭の信託勘定           1,450,000

有価証券勘定 711,022

小計 2,992,630

預入期間が３か月を超える定期預金、
譲渡性預金、金銭の信託 

△1,537,156

現金及び現金同等物に含めないその他
預金 

△1,256

現金及び現金同等物 1,454,217

（株主資本等関係）

普通株式      8,625千株

普通株式 589千株

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日 

定時株主総会 
普通株式  40,175  5.0  平成22年３月31日  平成22年６月25日 利益剰余金 

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月２日 

取締役会 
普通株式  20,087  2.5  平成22年９月30日  平成22年12月６日 利益剰余金 
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前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日）  

  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

  
ファインケ
ミカル事業
（千円） 

難燃剤事業
（千円） 

ヘルスサポ
ート事業 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結
（千円） 

売上高   

(1) 外部顧客に対する売上高 1,125,208 683,795 332,763  2,141,766  － 2,141,766

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  － （ ）－  －

       計  1,125,208  683,795  332,763  2,141,766 （ ）－  2,141,766

 営業利益又は営業損失（△）  58,242  38,717  38,469  135,428 （ ）189,495  △54,067

  
ファインケ
ミカル事業
（千円） 

難燃剤事業
（千円） 

ヘルスサポ
ート事業 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結
（千円） 

売上高   

(1) 外部顧客に対する売上高 2,210,177 1,142,763 681,552  4,034,492  － 4,034,492

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  － （ ）－  －

       計  2,210,177  1,142,763  681,552  4,034,492 （ ）－  4,034,492

 営業利益又は営業損失（△）  156,833  50,780  81,560  289,173 （ ）400,864  △111,691

事業区分 主要製品 

ファインケミカル事業 電子材料及び医薬品とそれらの中間体  

難燃剤事業 プラスチック用難燃剤とそれらの関連製品  

ヘルスサポート事業 人工透析液用原料及び試薬 

【所在地別セグメント情報】
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前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

    ２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

      アジア……台湾、中国、韓国 

    ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

  

１．報告セグメントの概要 

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自平

成22年７月１日 至平成22年９月30日）  

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、取り扱う製品の種類別に「ファインケミカル事業」「難燃剤事業」「ヘルスサポート事業」の

３つに事業を区分し、それぞれが戦略を立案して事業活動を展開しております。これら３つの事業区分とそれらに

おける主要製品は以下のとおりです。 

  ファインケミカル事業……機能性材料及び医薬品とそれらの中間体 

  難燃剤事業…………………プラスチック用難燃剤とそれらの関連製品 

  ヘルスサポート事業………人工透析液用原料 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  

【海外売上高】

         アジア         計 

 Ⅰ 海外売上高（千円）             376,233             376,233

 Ⅱ 連結売上高（千円）                           2,141,766

 Ⅲ 連結売上高に占める  

   海外売上高の割合（％） 
              17.6              17.6

         アジア         計 

 Ⅰ 海外売上高（千円）             659,089             659,089

 Ⅱ 連結売上高（千円）                           4,034,492

 Ⅲ 連結売上高に占める 

   海外売上高の割合（％）  
              16.3               16.3

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  

報告セグメント

ファインケ
ミカル事業 

難燃剤事業
ヘルスサポ 
ート事業 

合計

売上高         

外部顧客への売上高  2,591,928  1,580,443  579,240  4,751,612

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －

計  2,591,928  1,580,443  579,240  4,751,612

セグメント利益  247,600  175,849  76,767  500,217
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 当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

 （差異調整に関する事項） 

  当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  

  当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用等であります。  

  

（追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント

ファインケ
ミカル事業 

難燃剤事業
ヘルスサポ 
ート事業 

合計

売上高         

外部顧客への売上高  1,240,074  790,157  296,610  2,326,842

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －

計  1,240,074  790,157  296,610  2,326,842

セグメント利益  79,995  98,616  40,552  219,163

  （単位：千円）

利益  金額 

報告セグメント計  

全社費用（注）  

  

  

500,217

△400,380

四半期連結損益計算書の営業利益    99,837

  （単位：千円）

利益  金額 

報告セグメント計  

全社費用（注）  

  

  

219,163

△193,268

四半期連結損益計算書の営業利益    25,894
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当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）  

 当第２四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動がないため、記載しておりません。 

  

   

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）  

 当第２四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動がないため、記載しておりません。 

  

  

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日） 

 当第２四半期連結会計期間末において、取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動

がないため、記載しておりません。  

  

  

 当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）  

 該当事項はありません。 

  

  

 当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）  

 該当事項はありません。 

  

  

 当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）  

 該当事項はありません。 

  

  

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）  

 当第２四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動がないため、記載しておりません。 

  

（金融商品関係）

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）

（企業結合等関係）

（資産除去債務関係）

（賃貸等不動産関係）
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１．１株当たり純資産額 

  

２．１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額等 

（注） １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。  

  

（注） １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。 

  

（１株当たり情報）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成22年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,031.71円 １株当たり純資産額 1,045.42円

前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、１株当たり四半期純損失であり、また潜

在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純損失金額（△） △3.37円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

１株当たり四半期純利益金額 11.47円

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額 
    

四半期純利益又は四半期純損失（△） 

（千円） 
 △27,053  92,203

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損

失（△）（千円） 
 △27,053  92,203

期中平均株式数（株）  8,035,549  8,035,164

前第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、１株当たり四半期純損失であり、また潜

在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純損失金額（△） △1.74円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

１株当たり四半期純利益金額 4.10円

  
前第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期会計期間
（自 平成22年７月１日 
至 平成22年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額 
    

四半期純利益又は四半期純損失（△） 

（千円） 
 △13,961  32,931

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損

失（△）（千円） 
 △13,961  32,931

期中平均株式数（株）  8,035,452  8,035,155
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 該当事項はありません。  

  

 当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

  当社グループでは、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につ 

いて、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間 

においては、当該リース取引残高について、著しい変動は認められず、記載しておりません。  

  

  

 平成22年11月２日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

 （イ）中間配当による配当金の総額…………………………………………… 千円 

 （ロ）１株当たりの金額…………………………………………………………2.5円 

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………………………………平成22年12月６日 

  （注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。  

  

（重要な後発事象）

（リース取引関係）

２【その他】

20,087
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 該当事項はありません。  

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年11月６日

マナック株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 世良 敏昭   印 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 家元 清文   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマナック株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マナック株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年11月８日

マナック株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 世良 敏昭   印 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 家元 清文   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマナック株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成

22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マナック株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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